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あらまし：新学習指導要領では言語活動の充実が謳われている。この実践の一例として、Webページの

作成を始めるにあたって、公開されている Web ページを題材に、その制作意図を考え言語で表現する

ことを授業で実践した。この授業の内容だけでなく、この授業を受けた生徒の理解度及び作品を、過

去の授業との比較も交えて効果についても述べる。 

 

１．はじめに 

平成 21 年 3 月に改定された高等学校学習指導

要領の総則に「言語に関する関心や理解を含め、

言語に対する能力の育成を図る上で必要な言語環

境を整え、生徒の言語活動を充実すること」（第 1

章第 5款の 5の（1））（1）と挙げられ、それぞれの

教科の活動においても言語活動の充実に取り組む

ことが求められることとなった。情報科において

もプレゼンテーションなどの発表を通して取り組

む場面が考えられるが、それだけではなく制作意

図・表現意図を検討するといった計画・立案の段

階においても言語活動を行うことができると考え

た。むしろこの段階で言語化を行うことが「自ら

の情報活用を評価・改善するための基礎的な理論

や方法」という情報の科学的な理解に挙げられて

いる「評価・改善」を行うために重要であると考

えている。 

本発表では言語活動を行う授業の一例として

Web ページのコンセプトを考える授業実践を報告

し、過去の授業・作品と比較することで、この授

業の効果を検証したい。 

 

２．授業実践について 

2.1 本内容の授業での位置づけ 

科目 情報Ｃ 

内容 Webページの制作「○○の紹介」の一部 

として「コンセプトを考える」（2時間） 

授業の位置づけ Webページの内容を検討する 

前の段階で、コンセプトを言語化する練 

習を行う。 

 

2.2 本内容の授業の目標 

コンセプトとはどのようなものであるかを生

徒に理解させる。また、生徒が制作する Webペー

ジのコンセプトを他者に伝えられるよう言語化で

きるようにし、そのコンセプトに基づいて Webペ

ージの制作を行うことができるようにする。 

 

2.3 授業の流れ 

ア．コンセプトとは何か 

テレビ CM を生徒に見せ、CM での工夫を生徒

に答えさせた。そこで挙がった工夫などを基にそ

のCM のコンセプトを説明し、コンセプトとはど

のような考え方であるかを指導した。 

イ．コンセプトを言葉で表現しよう 

特徴のある高校の Web ページを生徒に見せ、

その Web ページから考えられるコンセプトをブ

ラウザからフォームに入力することにより回答さ

せた。その後、同様の方法により乳製品のメーカ

ーの Web ページを見せ、コンセプトを回答させ

た。高校の Web ページを見せたのは自分たちの

学校と比較することでわかりやすく特徴をつかみ

やすいと考えたからである。また、続けて乳製品

の会社を取り上げたのは、各社がブランドイメー

ジを Web ページの色づかいやパッケージデザイ

ンなど多様に工夫していることが題材に適切であ

ると考えたからである。 

ウ．コンセプトを Web ページに反映させる方法を

考えよう 

「暖かい」「高級感」というコンセプトとする

Web ページを制作する際に、具体的にどのような

工夫をすると実現できるかを入力フォームを利用

して生徒に挙げさせた。より具体的になるように、

色づかい、画像、文字の大きさ、言葉遣いなどど

のように表現すれば実現できるか考えるように指

導を行った。 

エ．グループによる検討 

上記のイ・ウでの内容を 4 人 1 組のグループで

再度検討させた。他者と共感する部分もあるが認

識が異なることもあるため伝達には工夫が必要で



あることを実感させること目的とした。検討した

内容はグループの代表者に発表させた。 

 

３.授業を行った結果について 

3.1 「コンセプト」の理解度の自己評価 

ア．コンセプトという考え方を理解できたか 

「よくわかった」「だいたいわかった」を合わ

せて９０％を超えた。ほとんどの生徒が理解した

ものと思われる。 

イ．コンセプトを言葉で表現できるようになったか 

「できるようになった」「だいたいできる」を

合わせて約５６％であった。ア，ウの項目より低

く出ているのは、うまく表現できない会社の Web

ページがあった場合には低く回答したためでは

ないかと思われる。また、抽象的な概念を言語化

するため「できた」という感覚を感じにくかった

ためと思われる。  

ウ．コンセプトを実現するための工夫が考えられ

たか 

「よくわかった」「だいたいわかった」を合わ

せて９０％を超えた。具体的な工夫は生徒にはわ

かりやすかったと思われる。 

エ．生徒の感想から 

抽象的な概念を言語化するのは難しいようだ。

しかし、繰り返しいくつもの Web ページについ

て考えることで徐々に理解が深まっていくとの感

想が見られた。 

生徒が回答した内容を中間モニターで表示し

たことで、他者の考えとの差異を実感できていた。

また、全員の意見が表示されたことで、授業に参

加しているという充実感にもつながっていたよう

だ。 

さらに、制作者側の意図を考えることで、メデ

ィアリテラシーについても理解できたとの感想も

見られた。 

 

3.2 生徒が制作した Web ページのコンセプトの

変化 

2008 年度の生徒作品のコンセプトは「知って欲

しい」というものや、紹介するものの感想を述べ

ただけのものが多く見られた。2009 年度は多少コ

ンセプトについて説明を行って制作を開始したこ

とにより、伝えたいイメージが言語化されるよう

になっていた。2010 年度はこの発表で行った授業

を展開したことにより、伝えたいイメージとそれ

を具体化する方法が併記した作品が増えた。 

 

3.3 次回の実施に向けて 

これまで授業の成果について述べてきたが、改

善を必要とすることも多々ある。それらについて

まとめておきたい。 

コンセプトを実現するための工夫として考え

させた題材が「暖かい」「高級感」「希望」といっ

たものであった。生徒の感想で似たようなものだ

ったとあった。生徒の多様な感覚を持たせるには、

題材も差異がはっきりしたものであった方がよか

ったと考えている。題材を見直す必要があると考

えている。 

討論が活発に行われないグループが多数見ら

れたことである。討論内容、男女比、座席の配置

など理由として考えられることを見直して取り組

みたいと考えている。 

生徒が作成した Web ページの題材とコンセプ

トがマッチしていないと感じられるものも散見さ

れた。伝える素材とコンセプトの相性についても

生徒に考えさせる機会を設けられると、より良い

ものができるのではないかと考えている。 

 

４．おわりに 

問題解決のサイクルとして、PDCA サイクルが

挙げられる。出発点である Plan の部分が不十分

であると最後まで作品の出来不出来に影響する。

PDCAサイクルを機能させるためにはPの部分が

要であることは間違いない。今回の発表は Web

ページのコンセプトに焦点を当てた授業について

であったが、プレゼンテーションなど他の情報発

信でも重要である。制作実習だけでなく、計画立

案にも十分時間をかけて指導を行うことが必要で

ある。情報教育がより充実することを願い、本稿

のまとめとしたい。 

本稿はページ数の制約があり、すべての内容を

掲載することができなかった。詳細は埼玉県高等

学校情報教育研究会会誌 7号に掲載されているの

で、ご一読いただけると幸いです。 
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